
令和元年度公益財団法人奈良県体育協会事業報告 

 

本会は、県民の心身の健全な発達に寄与することを目的とし、県民の体力向上及びスポー

ツの振興並びに競技力の向上のための関係諸事業を効率的、積極的に展開し、本県のスポー

ツの充実・発展に努めた。 

【Ⅰ】社会体育の振興事業   

（１）ならスポーツフェスティバル事業 

 奈良県民総参加のスポーツの祭典として位置付け、地域におけるスポーツ活動の集大成

の場として、本県の生涯スポーツを振興することを目的として事業を実施した。 

◆事業内容 

○総合開会式 

・開催日 令和元年７月７日（日） 

・会 場 ジェイテクトアリーナ奈良 

・参加者 １，０５０名  

① 式典音楽  奈良県警察音楽隊 ２５名 

② 選手団等  県体育協会加盟団体（市郡村体育協会）  ２９９名 

        県体育協会加盟団体等（種目団体等）   １１０名 

        県体育協会功労賞受賞者          ３０名 

        来賓・役員                ４９名 

        出演団体 県レクリエーション協会    ４７０名 

             県バトン協会          ３０名 

        一般参加者                ３７名 

 

○第７０回県民体育大会 

・開催日 令和元年７月７日（日）・１４日（日） 

      ゴルフ 4/5・7/11 カヌー5/25 馬術 6/8・9 ボート 6/16 ライフル射撃 6/22 

ボクシング 6/21～23 フェンシング 6/23 バレーボール（家庭婦人）6/29 

綱引き 6/30 ハンドボール 6/30 ゲートボール 7/15 なぎなた 7/13 

レスリング 7/13 テコンドー9/22 スキーR2,1/11～13 

・会 場 県立橿原公苑施設・県内外施設 全４３会場 

・参加者 陸上競技外４３競技 ６，７３２名 

・市郡村対抗戦を開催し運営する各種競技団体と総合開会式に参加する市郡村体育協会

へ経費を助成した 

 

 

 

 



○第２８回県スポーツ・レクリエーション祭 

・開催日 令和元年１１月２日（土）・３日（日） 

      マスターズ陸上 5/6 ３B 体操 4/27 グラウンド・ゴルフ 9/11 

ゲートボール 10/5 年齢別テニス 10/6 わんぱく相撲 10/17 

ソフトバレーボール 10/20 武術太極拳 10/27 ドッジボール 11/4 

レクリエーションダンス 11/9 年齢別ソフトテニス 11/10  

バウンドテニス 11/10 卓球 11/16 ペタンク・ブール 11/16 

壮年サッカー11/17 ボールルームダンス 11/17 インディアカ 11/17 

綱引き 2/9 

・会 場 県立橿原公苑施設他 全２２会場 

・参加者 ４，８０４名（２５種目 ４，３７９名  役員 ４２５名） 

・事業内容 種目別大会、フリー参加種目 

 

（２）スポーツ指導者養成事業 

 地域のスポーツ団体等において指導を行っている者等について、(公財)日本スポーツ協会

(以下、「ＪＳＰＯ」)公認スポーツ指導者の資格取得を通して、意欲の高揚、知識の拡充、技

術の向上など、資質向上を図り、地域のスポーツ団体等の中心となる指導者の養成を行った。 

◆事業内容 

○令和元年度公益財団法人日本スポーツ協会公認コーチⅠ養成講習会 

・ＪＳＰＯ公認スポーツ指導者を養成するための講習会（公認コーチⅠ 1 競技）を実施 

◆実施状況 

・共通科目 NHK 通信 

・講習（40 時間以上）及び検定は、競技別に各競技団体に委託して実施 

・公認コーチⅠ 専門科目  

・実施団体  バドミントン競技 令和元年９月２９日（日）～１２月１日（日） 

・天理大学１会場 ２０名受講 

 

   

（３）奈良県スポーツ指導者研修会事業 

 ＪＳＰＯ公認スポーツ指導者について、資格更新(４年ごと)のための義務研修を通じて、

現場での指導活動に際して最新の知識・情報を提供した。 

◆事業内容 

○ＪＳＰＯ公認スポーツ指導者の資格更新のための義務講習の実施 

◆実施状況 

・開催日 令和元年１１月１６日（土） 奈良県社会福祉総合センター    

・参加者 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者他  計 ２１７名 

・講 演 「指導者が知るべき女性アスリートの基礎知識 

～疾病から外傷・障害まで～」 



学校法人 行岡医療専門学校  

大阪行岡医療専門学校長柄校 非常勤講師 村越亮典 

      「アクティブチャイルドプログラム～指導者の関わり方に着目して～」 

       大阪青山大学 健康科学子ども教育学科 准教授 村田 トオル 

 

（４）都道府県体育協会総合型クラブ育成支援事業 

 県に配置しているクラブ育成アドバイザーと協力し、総合型地域スポーツクラブの設立・

育成に対して支援を行った。 

◆事業内容 

○総合型地域スポーツクラブの普及・育成に関する事業を円滑かつ計画的・効率的に運営す

るため、事業内容等について協議・検討を行った。 

○総合型クラブ近畿ブロック連絡協議会、会議等に出席 

○近畿ブロッククラブネットワークアクション２０１９会議に出席 

 

（５）競技大会開催奨励事業 

 県内において全国規模の競技大会の開催を奨励するため、大会開催経費の一部を助成す

る事業であるが本年度は実績なし。  

 

（６）スポーツ医・科学推進事業 

 県民の健康増進と体力の向上、競技選手の競技の向上を図るため、県補助を受けて、スポ

ーツ医・科学の調査研究、スポーツドクターの派遣、研究会を開催した。 

◆事業内容 

○スポーツ医・科学の調査研究 

 国民体育大会出場選手健康調査問診票の結果分析による調査研究報告書の作成 

○スポーツドクターの派遣 

 ドーピング防止及び国体選手団の健康管理の観点から第７４回国民体育大会へ帯同ドク

ターを派遣    

派遣日程：令和元年９月２７日（金）～１０月７日（月）  ４名 

「国民体育大会本大会」のドクターズミーティングへの派遣  １名 

○スポーツ医・科学研究会の開催「第３３回奈良県スポーツ医科学研究会・奈良トレーニン

グセミナー２０２０」 

本県スポーツの普及・振興を図るために、医・科学的立場に基づいた指導が必要不可欠で

あることから、医師、体育関係者が一堂に会して研究会を開催し、研修を深める取り組み

を行った。 

◆実施状況 

・開催日 令和２年２月１１日（火・祝） 

・会 場 奈良県医師会館   参加者１０６名 

・講 演 「IMA(Integrated Movement Approach に基づくコンディショニングトレー



ニングについて」 

          株式会社 R-body project  鈴木 岳 

      「2018 FIFA ワールドカップ・ロシア大会における疼痛予防戦略について」 

          順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科 教授 池田 浩 

 

（７）アンチ・ドーピング教育・啓発事業 

  国体選手を中心に教育・啓発活動を実施し、薬物乱用・誤用の認識を高めることにより、

競技者の健康の害を防ぐとともに、健全なスポーツ活動を寄与することを目的に研修会

を行った。 

◆事業内容 

○令和元年度国民体育大会監督・選手に対するドーピング防止教育・啓発研修会の開催 

○令和元年度日本スポーツ協会加盟団体スポーツドクター代表者協議会に参加  １名 

◆実施状況 

 国体実施競技団体担当者に対する研修会 

・開催日 令和元年６月１４日（金） 

・会 場 ホテルリガーレ春日野   国体実施競技団体５０名参加 

・演 題 「アンチ・ドーピングに関する課題の共有と対策の検討」 

・講 師  笠次良爾 日本スポーツ協会公認スポーツドクター（整形外科） 

・演 題 「ドーピングに関する最新の動向」 

伊佐勝彦 日本アンチ・ドーピング機構公認スポーツファーマシスト 

 国体監督・選手に対する研修会 

・開催日 令和元年８月２８日（水）会期前実施競技（水泳・ビーチバレーボール） 

・会 場 ホテルリガーレ春日野   国体監督・選手２５名参加 

・演 題 「アンチ・ドーピングに関する課題の共有と対策の検討」 

・講 師  笠次良爾 日本スポーツ協会公認スポーツドクター（整形外科） 

・演 題 「内服・サプリメントについて」 

伊佐勝彦 日本アンチ・ドーピング機構公認スポーツファーマシスト 

・開催日 令和元年９月１３日（金） 本大会 

・会 場 奈良県社会福祉総合センター  国体監督・選手１６０名参加 

・演 題 「医療機関受診を含む TUE 申請、インティグリティについて」 

・講 師  笠次良爾 日本スポーツ協会公認スポーツドクター（整形外科） 

・演 題 「内服・サプリメントについて」 

伊佐勝彦 日本アンチ・ドーピング機構公認スポーツファーマシスト 

・開催日 令和２年１月２４日（金） 冬季大会スケート・スキー競技 

・会 場 ホテルリガーレ春日野   国体監督・選手２０名参加 

・演 題 「医療機関受診を含む TUE 申請、インティグリティについて」 

・講 師 笠次良爾 日本スポーツ協会公認スポーツドクター（整形外科）  

・演 題 「内服・サプリメントについて」 



伊佐勝彦 日本アンチ・ドーピング機構公認スポーツファーマシスト 

 

（８）表彰事業 

 本県のスポーツ振興に功績があったと認められる指導者・選手の表彰を行った。 

◆事業内容 

○功労賞  

・開催日 令和元年７月７日（日） 

・会 場 ジェイテクトアリーナ奈良   功労賞受賞者 ３０名 

 

○会長賞・奨励賞 

・開催日 令和２年３月１６日（月） 

・会 場 奈良ロイヤルホテル  

授与式については 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 会長賞 個人 ５５名  団体  ７団体 

        奨励賞 個人１０１名  団体 ２７団体 

        特別賞 個人  ４名  団体  １団体   

 

（９）市町村対抗子ども駅伝大会事業 

 市町村子ども駅伝大会を通して子どもの健全育成を図るとともに、スポーツ全般に必

要な基礎体力や連帯感を養い、また、市町村対抗で実施することにより、県民の意識を高

揚させ、県民が一体となって盛り上がることのできる伝統的な行事として定着させるこ

とを目的に助成を行った。 

◆事業内容 

 主催である市町村対抗子ども駅伝大会実行委員会に対し、負担金を拠出した。 

 開催日 令和２年３月７日（土） 橿原運動公園 

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

 

【Ⅱ】競技力向上関連事業 

（１）トップアスリート育成支援事業 

 ジュニアから一貫した指導システムを構築し、将来オリンピック等の国際大会で活躍で

きるトップアスリートの育成を目指し実施する「ジュニア育成強化事業」及び「選手育成

強化事業」により構成し、トップアスリートの輩出を目指した。 

◆事業内容 

○ジュニア育成強化事業 

・小・中学生を対象に、国民体育大会実施競技団体に対し優れた素質を有する競技者を発

掘し、それぞれの特性に応じた指導を行うための遠征・合宿、日帰り強化練習の支援を

行った。 



実施競技：陸上、レスリング、卓球、カヌー、相撲、ライフル射撃、バドミントン、 

セーリング、剣道、空手道、なぎなた、ゴルフ、スキー、アイスホッケー 

…１４競技 

◆実施状況 

○選手育成強化事業 

・国民体育大会関係競技の選手強化を図るため、それぞれの競技からヒアリングを行い、

コンディショニングをはじめ遠征・合宿、日帰り強化練習にかかる支援を行った。 

・対象競技４０競技 

 

（２）競技力向上対策事業 

○指導者育成強化事業 

・専門スポーツ指導員（ウエイトリフティング）を配置し、依頼のあった高等学校等へ派

遣し、ジュニア層の選手の技術指導を行う。 

・青少年期に携わる指導者ならびに保護者、選手に対してアスリートに必要なトレーニン

グの知識及び実技等を提供した。 

 ◆実施状況 

〇「育成年代スポーツ障害予防セミナー・スポーツ検診」 

・開 催 日 令和２年２月２３日（日・祝） 

・会  場 ジェイテクトアリーナ奈良  

・基調講演 「育成年代のスポーツ外傷について－チーム内でのケガ減少の取り組み－」 

・講  師 立教大学 コミュニティ福祉学部 スポーツウエルネス学科 

教授 加藤 晴康 （サッカー日本代表チームドクター） 

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

○練習環境整備事業 

・経年劣化による練習器具・用具の更新を行い、競技力の維持安定、強化を図るため競技

団体に対し器具・用具の更新を行った。 

  実施競技 水泳、カヌー 

 

（３）国民体育大会等派遣事業 

 (公財)日本スポーツ協会（以下「ＪＳＰＯ」という）が国及び開催地の都道府県と共同

して開催する国民体育大会への選手等の派遣及び選手選考会の開催等を行うことにより、

広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚し国民の健康増進と体力の向上

を図り、併せて地方スポーツを振興することを目的として事業を実施した。 

 

◆事業内容 

○本大会(9～10 月)、冬季大会(1～2 月)、近畿ブロック大会(※)に参加する監督、選手団の

派遣  （※都道府県参加枠数が 47 未満の競技・種目で予選会を実施） 



  

＜第７４回国民体育大会日程・事業実施状況等＞ 

○会期前開催： 令和元年９月７日（土）～１６日（月） 

  茨城県    水泳競技２７名派遣 体操（新体操）競技６名派遣  

バレーボール（ビーチ）競技６名派遣 

  結団式    令和元年８月２８日（水） ホテルリガーレ春日野 

 ○本大会：   令和元年９月２８日（土）～１０月８日（火）  

茨城県    正式競技３０競技  ３７９名派遣 

結団式    令和元年９月１３日（金） 奈良県社会福祉センター 

※ 第７４回国民体育大会成績 

男女総合成績（天皇杯）８９９，５点 ２７位 

女子総合成績（皇后杯）４５８，５点 ４０位 

＜第７５回国民体育大会冬季大会日程・事業実施状況等＞ 

○冬季大会 

スケート競技 令和２年１月２９日（水）～ ２月２日（日） 

青森県八戸市 他  ５名派遣 

スキー競技  令和２年２月１６日（日）～ １９日（水） 

  富山県南砺市 １７名派遣 

  結団式    令和２年１月２４日（金） ホテルリガーレ春日野   

 

（４）国民体育大会記録誌事業 

 国民体育大会の本県選手の活動を収録した記録誌の発刊を行った。 

◆事業内容 

 国体参加競技の成果・今後の取り組み・選手団の写真や競技写真を掲載し、県下の学校、

教育委員会には無償で配布を行い、大会出場選手など購入希望者については実費相当額で

販売を行った。 

 

（５）国際大会参加奨励事業 

 日本代表選手として、国際的な総合競技大会に派遣される選手に対し、奨励金を支給した。 

◆事業内容 

 アーチェリー（２名）、カヌー（２名）、自転車競技（１名）   ３競技 ５名 

 

【Ⅲ】青少年スポーツ育成事業 

（１）奈良県スポーツ少年団事業 

 地域スポーツ少年団の普及と育成の活性化を図り、青少年にスポーツを振興し、心身の健

全な育成に資することを目的に事業を実施した。 

◆事業内容 

○交流交歓事業 



  スポーツ少年団員の体力づくりや仲間づくりを通して、青少年の自主性及び創造性を 

 育むため、県内競技別交流大会や県スポーツ少年大会で野外活動を実施し、近畿・全国 

 競技別交流大会等への参加、また、国際的視野を広めるための日独スポーツ少年団同時 

交流事業に積極的に参加し、団活動の活性化と団員の資質向上を図った。 

○登録事業 

令和元年度における登録市町村数は３０市町村で、単位団数２２９団、団員４，３３６

名、指導者１，３７９名となっている。 

 

○指導者育成事業 

スポーツ少年団活動の中心的指導者として活動を行うために必要な知識を習得のため 

日本スポーツ少年団等と共催で講習会等を開催するとともに全国指導者研究大会や近畿

ブロック指導者研究協議会に参加した。 

・スポーツリーダー養成講習会兼日本スポーツ少年団認定員養成講習会 

令和２年１月１２日（日）・１９日（日） ２日間  

奈良県産業会館   受講者 １７０名 

 

【Ⅳ】物品販売事業 

【物品販売事業】 

国民体育大会などの各競技会場において、当協会のオリジナルロゴの入ったウェア着用

による組織的な応援や、各団体における一体感の醸成を目的として、統一ウェア着用を推進

するため、オリジナルポロシャツを販売する事業を実施した。 

◆実施状況  販売枚数 １７６枚 

 

【Ⅴ】ジャパン・ライジング・スター・プロジェクト事業（発掘育成事業） 

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックやその先の大会を目指して「原石」を探す

国家的なプロジェクトとして日本スポーツ協会が日本オリンピック委員会等と協力し、奈

良県と日本身体障がい者水泳連盟の組み合わせを設定し実行委員会を立ち上げ、トレーニ

ング合宿、パラ水連育成合同合宿等を行った。 

◆実施状況 

 〈実行委員会〉まほろば健康パーク スイムピア奈良 

  ・第１回実行委員会 令和元年１０月１９日（土） 

   

 〈令和元年度拠点県合宿〉（２期生）まほろば健康パーク スイムピア奈良 

  ２期生 ４名 

  ・第４回トレーニング合宿 令和元年 ５月１８日（土）～ ５月１９日（日） 

  ・第５回トレーニング合宿 令和元年 ７月２０日（土）～ ７月２１日（日） 

  ・第６回トレーニング合宿 令和元年 ８月１３日（火）～ ８月１６日（金） 

    （パラ水連育成合同合宿／しあわせの村・神戸市立ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ） 



  ・第７回トレーニング合宿 令和元年 ８月２５日（日） 

    （パラ水連障がい別練習会／静岡県富士水泳場） 

  ・第８回トレーニング合宿 令和元年１０月１９日（土）～１０月２０日（日） 

   

 

【Ⅵ】理事会・評議員会等の開催 

会議名 開催場所 開催年月日 主  な  内  容 

 

理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良ロイヤ

ルホテル 

令和元年 

6 月 11 日 

（第 1 回） 

1 平成 30 年度事業報告及び財務諸表について 

2 理事及び監事候補者の選任について 

3 定時評議員会の開催について 

4 体育協会からｽﾎﾟｰﾂ協会への名称変更につい

て 

 

奈良ロイヤ

ルホテル 

令和元年 

6 月 27 日 

（第 2 回） 

1 代表理事及び業務執行理事の選定（案）につ

いて 

2 顧問・参与の選任（案）について 

3 体育協会からｽﾎﾟｰﾂ協会への名称変更につい

て 

 

あやめ館 

 

 

令和元年 

7 月 19 日 

（第 3 回） 

1 各種専門委員会委員長等の選定（案）につ 

いて 

 

県社会福祉

総合センタ

ー 

 

令和元年 

9 月 13 日 

（第 4 回） 

 

1 第 74 回国民体育大会奈良県選手団について   

2 各種専門委員会委員の委嘱について 

3 令和元年度募金活動について 

 

天理教本部 

第 38 母屋 

 

 

 

令和 2 年 

1 月 15 日 

（第 5 回） 

1 第 85 回（令和 12 年）国民体育大会招致要望

書（案）について  

2 奈良県体育協会から奈良県ｽﾎﾟｰﾂ協会への名

称変更に伴うｱﾝｹｰﾄ調査について 

3 臨時評議員会の開催について 

奈良ロイヤ

ルホテル 

 

令和 2 年 

3 月 16 日 

（第 6 回） 

1 常勤嘱託職員取扱規定の改正について 

2 令和 2 年度事業計画(案)について 

3 令和 2 年度収支予算(案)・資金調達及び設備

投資の見込について 

4 体育協会の名称変更及び定款等の改正につ

いて 



5 臨時評議員会の開催について 

 

 

評議員会 

奈良ロイヤ

ルホテル 

令和元年 

6 月 27 日 

（定時） 

1 平成 30 年度事業報告及び財務諸表について 

2 理事及び監事の選任について 

3 体育協会から奈良県ｽﾎﾟｰﾂ協会への名称変更

について 

ﾎﾃﾙﾘｶﾞｰﾚ 

春日野 

令和 2 年 

1 月 28 日 

（臨時） 

1 第 85 回（令和 12 年）国民ｽﾎﾟｰﾂ大会招致要

望書（案）ついて 

 

ﾎﾃﾙﾘｶﾞｰﾚ 

春日野 

令和 2 年 

3 月 27 日 

（臨時） 

1 令和 2 年度事業計画(案)について 

2 令和 2 年度収支予算(案)・資金調達及び設備

投資の見込について 

3 体育協会の名称変更及び定款変更等の改正に

ついて 

 

 

専門委員会の開催 

ならスポーツフェスティバル専門委員会 令和 2 年 2 月 25 日 ﾎﾃﾙﾘｶﾞｰﾚ春日野 

奈良県体育協会スポーツ指導者協議会 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

令和 2 年 3 月 19 日 ﾎﾃﾙﾘｶﾞｰﾚ春日野 

スポーツ医科学専門委員会 令和 2 年 3 月 18 日 ﾎﾃﾙﾘｶﾞｰﾚ春日野 

生涯スポーツ振興専門委員会 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

奈良県スポーツ少年団総会 令和元年 8 月 10 日 県立橿原公苑 

令和 2 年 3 月 14 日  県立橿原公苑 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止 

 

【Ⅶ】募金活動事業 

  協力企業 ４８社    個人 ２１名 


